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　農業分野では、農業委員会と協働して耕作放棄地の解消、遊
休農地の再活用、利用集積など、「人・農地プラン」の具現化
に取り組むほか、農業に興味のある町外、県外の移住者の受入
れをはじめ、町内における潜在的な担い手の掘り起こしなど、
実効的な支援策を展開するとともに、地域農業の持続のための
集落営農の組織化や特産作目の振興、新規作物等の産地化、安定的な経営支援に努めます。
　林業分野では、南予森林管理推進センターを核として、森林環境譲与税の活用による新たな森林管理シス
テムの有効かつ効果的な実践、森林資源を守り育てる計画的な森林整備事業に取り組むほか、まきステーショ
ンを中心とした木質バイオマスの継続的な活用を図ります。
　商工観光分野においては、コロナ禍からの地域経済復興を踏まえた中小企業の支援や創業支援による商工
業の振興並びに立地企業との連携による地域経済の活性化を図るとともに、地域資源を生かした特徴ある取
組を推進し、観光事業については、民間事業者や団体との連携強化によって、南予きずな博をはじめ様々な
イベント、観光交流事業等を推進するなど、町の魅力創出を図り
ます。
　⑴　基幹産業である農林業の担い手確保と農地の保全
　⑵　地域内循環型の経済モデルの導入とコロナ禍からの地域経
済の復興

　⑶　民間との協働による観光交流産業の振興
　⑷　企業誘致・留置対策と創業支援対策の充実による雇用の創出
　⑸　町出資法人等の経営健全化と観光施設・農林業施設の適正
管理

２　賑わいと活気にあふれた “森の国”
　　【産業・雇用】

　町民誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしと健康で自立
した生活が送れるよう、地域包括ケアシステムの更なる深化、
推進に努め、保健・医療・福祉・介護の連携のもと、生涯にわ
たる健康づくり・予防活動、高齢者福祉、障がい者福祉の充実
により健康寿命の延伸を図るとともに、関係部門との協働によ
る要配慮者対応の取組を充実させ、地域共生社会の実現を目指
します。
　特に、新型コロナウイルス感染症予防対策として、ワクチン
接種の計画的な実施及び予防対策の継続、強化に努めます。
　⑴　町民一人ひとりの生活をサポートする保健・医療・福祉・
介護体制の強化

　⑵　高齢者や障がい者をはじめすべての町民が安心して暮ら
せる共生社会の実現

　⑶　軽スポーツやサロン活動の推進による生きがいづくり
　⑷　かかりつけ医としての信頼を得た中央診療所の安定運営
　⑸　社会福祉協議会との連携による福祉・介護体制の充実

１　健やかで生きがいに満ちた “森の国”
　　【健康・福祉】

町
政
の
基
本
方
針

　『
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
』

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　
⑴
　
50
年
後
、
100
年
後
も
穏
や
か
な
暮
ら
し
が
続
い
て
い
る
こ
と

　
⑵
　
自
然
や
歴
史
、
文
化
が
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

　
⑶
　
今
を
生
き
る
住
民
が
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

令
和
３
年
度

　
町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
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　地域防災計画及び業務継続計画（ＢＣＰ）に基づく防災体制の充実や自主防災会の活動強化を図るととも
に、平成 30年７月豪雨災害での経験を教訓に、コロナ禍にあっても「命を守る」ことを第一として、被害
の最小化を主眼とする「減災」の考え方に基づき、住民一人ひとりが迅速かつ主体的に避難行動がとれるよう、
自助、共助の取組を強化、支援していくための防災・減災の諸施策を推進します。
　建設分野においては、道路網の整備や施設の老朽化対策を計画的に実行し、環境分野においては自然環境
保全に対する啓発活動や廃棄物の削減、リサイクルの推進など、環境負荷低減の取組を強化します。
　水道事業では、喫緊の課題である水道施設・管路の耐震・老朽化対策について、施設の更新計画に基づき
計画的な事業の推進に努めます。

　⑴　地震・水害に備える防災減災対策の強化と災害情報伝達
設備の整備

　⑵　簡易水道設備の耐震・老朽化対策と良質な水道水の安定供給
　⑶　コミュニティバスの運行やＪＲ予土線の存続など交通手
段の確保

　⑷　生活道路や用排水路、街路灯などの維持管理のための仕
組みづくり

　⑸　多様な住環境ニーズに対応する住宅・宅地の確保とリ
フォーム制度の充実

３　安全で快適な暮らしの “森の国”【環境・防災】

　学校教育では、学校運営協議会制度の導入により「ふるさと松野を守り育てることのできる子どもを育む」
という理念を学校と地域が共有し、地域との連携及び協働によりその実現を図ります。
　社会教育では、生涯を通じた学びの機会を創出し、その成果が地域づくりの実践へとつながる地域解決型
学習に取り組み、社会体育では、運動習慣の定着を図るスポーツ普及活動により健康増進、良好なコミュニ
ティづくりに努めるほか、すべての教育活動において、互いの人権が尊重され、部落差別をはじめとする、
あらゆる差別・偏見を解消するため、質・量ともに充実した人権・同和教育を推進します。
　子育て施策の推進では、医療費、給食費、保育料等の負担軽減策の継続や新たな保育ニーズに対応した子
育て短期支援事業の創設、保育園舎の大規模改造事業の推進、妊娠中から乳幼児期、就学後の学校教育と切
れ目なく連続的で細やかな支援や、親が安心して働くことができる環境づくりを行います。
　⑴　児童生徒一人ひとりの個性や関心に合った特色と将来性

のある教育の推進
　⑵　子育て世帯の負担軽減と多様な保育ニーズに対応する保
育園の機能強化

　⑶　あらゆる差別・偏見を解消するための人権・同和教育の
推進

　⑷　子どもたちの地域に対する誇りや愛着を育むカリキュラ
ムの推進

　⑸　東京オリンピック・パラリンピックを契機とした英語教
育や国際理解教育の充実

４　子どもたちの夢が広がる “森の国”【教育・子育て】

　事業の効率化と重点化、財源確保に取り組み、危機感を持った財政運営に徹し、将来的に持続可能な行財
政基盤の確立に努めます。
　また、喫緊の課題である新庁舎建設については、令和４年２月の供用開始に向け、円滑な業務等の移行と
効率的な管理運営体制の整備に取り組みます。

　さらに、町民から信頼される明るい職場づくりのため、計画
的な職員研修の実施による自己啓発や、職員の資質改善に努め
るとともに、特にＳＤＧｓ研修を通して問題解決能力の向上を
図ります。
　⑴　新庁舎整備事業の推進と効率的な管理運営体制の整備
　⑵　各部落の住民自治活動の支援
　⑶　選択と集中による行財政改革の推進
　⑷　住民座談会や住民アンケートによる広報広聴機能の強化
　⑸　職員研修の充実

５　揺るぎない行財政基盤の “森の国”【行革・協働】
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令和３年度予算編成方針
　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
令
和
２
年
度
に

引
き
続
き
、
町
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
・
交
流

拠
点
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進
に
努
め
る

ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
経
済
の
回

復
を
両
立
し
て
い
く
た
め
に
、「
ス
ピ
ー
ド
感
」「
計
画
性
」「
継

続
性
」を
も
っ
て
、人
口
減
少
対
策「
森
の
国
ま
つ
の
モ
デ
ル
」

の
推
進
や
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
の
た
め
の
取
組
、
防

災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
は
じ
め
、
健
康
福
祉
の
充
実
、
子

育
て
支
援
施
策
の
推
進
、
農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
業
に
対

す
る
活
性
化
施
策
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
と
し
た
、
英
領
バ
ー
ジ
ン
諸
島
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
人
的
・
文
化
的
な
相
互
交
流
事
業
の
展
開
、
学
校
教
育
の

充
実
と
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
な
ど
、「
第

５
次
松
野
町
総
合
計

画
」
及
び
「
第
２
次

森
の
国
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
掲
げ
る
事
業

を
中
心
に
、
地
方
創

生
と
町
が
抱
え
る
懸

案
事
項
へ
の
対
処
を

主
眼
と
し
て
編
成
し

た
結
果
、
前
年
度
比

15
億
２
５
０
０
万
円
、

43
・
７
％
増
の
50
億

１
５
０
０
万
円
と
し
、

本
町
発
足
後
、
最

大
規
模
の
大
型
予

算
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
入
の
自
主
財

源
に
お
け
る
主
な

も
の
と
し
て
、
町

税
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
に
よ
り
、
減

収
と
な
る
個
人
事

業
者
が
増
加
す
る

見
込
み
で
す
が
、

個
人
住
民
税
全
体
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
所
得
環
境
の
改
善
傾

向
を
受
け
て
増
収
と
な
る
ほ
か
、法
人
住
民
税
に
お
い
て
は
、

近
年
の
企
業
収
益
の
増
に
よ
り
増
収
と
な
る
た
め
、
前
年
度

比
１
・
３
％
増
の
２
億
８
５
９
２
万
円
、
分
担
金
及
び
負
担

金
は
、
中
山
間
総
合
整
備
事
業
分
担
金
の
減
等
に
よ
り
36
・

６
％
減
の
６
６
２
万
円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
は
、
町
営
住

宅
使
用
料
の
増
に
伴
い
３
・
３
％
増
の
４
３
３
６
万
円
、
繰

入
金
は
、
財
源
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
の
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
が
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
庁
舎
建
設
基
金
繰
入
金
の

増
に
よ
り
50
・
５
％
増
の
２
億
２
７
０
４
万
円
、
諸
収
入
で

は
、
庁
舎
建
設
事
業
に
お
け
る
省
エ
ネ
対
策
に
係
る
環
境
省

の
間
接
補
助
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

補
助
金
の
増
に
よ
り
３
１
３
・
４
％
増
の
１
億
５
５
８
６
万

円
、
繰
越
金
は
、
最
終
の
財
源
調
整
に
よ
り
50
％
減
の
２
０

０
０
万
円
の
計
上
と
な
り
、
こ
れ
ら
自
主
財
源
の
総
額
は
、

前
年
度
比
１
億
７
５
０
３
万
円
、
30
・
３
％
増
の
７
億
５
２

０
７
万
円
で
、
歳
入
構
成
比
は
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
地
方
譲
与
税
及
び
利
子
割
交
付
金
等
の

各
種
交
付
金
（
２
款
〜
９
款
、
11
款
）
は
、
前
年
度
の
決
算

見
込
額
に
地
方
財
政
計
画
の
伸
び
率
等
を
反
映
さ
せ
、
合
計

で
は
前
年
度
比
１
７
７
万
円
、
１
・
３
％
減
の
１
億
３
９
５

５
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
要
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
で
は
、

国
の
推
計
乗
率
等
に
よ
る
試
算
の
結
果
、
近
年
の
大
型
建
設

事
業
の
財
源
と
し
て
多
額
の
起
債
を
発
行
し
た
こ
と
に
よ
る

償
還
金
の
増
加
に
連
動
し
て
、
公
債
費
算
入
額
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、令
和
３
年
度
は
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
「
地
域
社
会
再
生
事
業
費
」
が
計
上

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
歳
出
枠
と
し
て
「
地
域
デ
ジ
タ

ル
社
会
推
進
費
」
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
前
年
度
対

比
で
お
よ
そ
８
９
０
０
万
円
、
５
・
１
％
増
の
18
億
４
４
０

０
万
円
程
度
と
近
年
に
な
い
大
幅
な
増
と
推
計
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
当
初
予
算
で
は
、
す
べ
て
の
財
源
調
整
後
、
18
億

円
の
計
上
と
し
、
４
４
０
０
万
円
余
り
を
今
後
の
補
正
に
係

る
財
源
と
し
て
保

留
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
交

付
税
に
つ
い
て

は
、
国
の
推
計
乗

率
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
数
、
移

住
・
定
住
施
策
に

要
す
る
経
費
等
を

勘
案
し
試
算
し
た

結
果
、
前
年
度
比

１
４
３
３
万
円
、

11
・
５
％
増
の
１

億
３
８
６
０
万
円

新
年
度
の
予
算
編
成
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令和３年度予算編成方針
と
試
算
し
、
こ
の
う
ち
当
初
予
算
で
は
１
億
３
０
０
０
万
円

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

係
る
補
助
金
の
増
等
に
よ
り
前
年
度
比
２
・
２
％
増
の
２
億

８
７
４
４
万
円
、
県
支
出
金
は
、
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業

費
や
衆
議
院
議
員
選
挙
委
託
金
の
増
等
に
よ
り
６
・
２
％
増

の
２
億
６
８
４
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
主
な
も
の
と
し
て
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
で
は
庁
舎
建
設
事
業
費
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
６

億
９
３
７
０
万
円
の
増
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は
、
庁

舎
建
設
事
業
費
や
消
防
団
用
移
動
系
通
信
機
器
整
備
事
業
費

の
増
に
よ
り
２
億
６
６
８
０
万
円
の
増
、
施
設
整
備
事
業
債

は
、
虹
の
森
ま
つ
の
保
育
園
改
修
事
業
費
の
増
に
よ
り
１
億

２
８
７
０
万
円
の
増
、
過
疎
対
策
事
業
債
ハ
ー
ド
事
業
分
で

は
、
鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
管
理
運
営
費
負
担
金
や

滑
床
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
事
業
費
の
増
等
に
よ
り
３
５
０
０
万

円
の
増
、
臨
時
財
政
対

策
債
は
、
国
の
地
方
債

計
画
の
伸
び
率
を
反
映

し
て
３
７
１
２
万
円
の

増
と
し
、
町
債
全
体
で

は
、
２
５
７
・
８
％
の

大
幅
増
と
な
る
16
億
３

７
４
５
万
円
の
発
行
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
義
務
的

経
費
の
う
ち
人
件
費

は
、
２
年
目
以
降
の
フ

ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
共
済
組
合
加

入
に
よ
る
共
済
費
の
増

等
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
・
５
％
増
の
７
億
２
５
５
５
万
円
、

扶
助
費
は
、
保
育
所
扶
助
費
及
び
児
童
手
当
給
付
金
の
減
等

に
よ
り
、
前
年
度
比
１
・
９
％
減
の
２
億
６
０
２
３
万
円
、

公
債
費
は
、
平
成
29
年
度
に
借
入
れ
た
過
疎
対
策
事
業
債
の

元
金
償
還
開
始
に
よ
る
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
18
・
６

％
増
の
５
億
１
９
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
の
主
な
も
の
は
、
新

庁
舎
建
設
事
業
を
は
じ
め
、
虹
の
森
ま
つ
の
保
育
園
改
修
事

業
、が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
、道
路
改
良
事
業
、道
路
舗
装
・

橋
梁
修
繕
事
業
、
滑
床
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
事
業
、
森
の
国

フ
ァ
ー
ム
多
目
的
広
場
等
整
備
事
業
、
旧
吉
野
生
保
育
園
解

体
事
業
な
ど
で
、
前
年
度
比
２
２
０
・
８
％
の
大
幅
増
と
な

る
20
億
２
０
５
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
政
策
的
経
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
に
お
い
て
は
、
感
染
予
防
及
び
拡
大
防
止
を
図

る
た
め
、
全
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
円
滑

な
接
種
に
向
け
た
体
制
整
備
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
的

な
実
施
を
進
め
る
ほ
か
、
予
防
対
策
の
継
続
や
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
地
域
経
済
復
興
を
踏
ま
え
た
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
を

図
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
に
対
応
し
た
重
点
施
策
に
基
づ

き
、
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
で
は
、
各
部
落
が
自
主
的
に
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
交
付
金
事
業
や
、
結
婚
祝
金
・
出
産
祝

金
、
住
宅
建
築
奨
励
金
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
等
の
移

住
・
定
住
施
策
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
事
業
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
、
子
育
て
世

代
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
農
林
公
社

等
の
指
定
研
修
機
関
で
就
農
を
目
指
す
研
修
生
に
対
す
る
支

援
や
新
規
の
林
業
就
業
者
に
対
す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
公

共
施
設
の
適
正
管
理
を
行
う
た
め
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
改
訂
、
創
業
支
援
制
度
の
創
設
に
よ
る
商
工
業
の
振

興
、県
と
の
連
携
に
よ
る「
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
」の
開
催
、

橋
梁
の
点
検
や
補
修
・
架
替
え
費
用
の
縮
減
を
図
る
た
め
の

計
画
書
の
策
定
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
と
し
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
の
実
施
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
普
及
に
よ
る
運
動
習
慣
の
定
着
化
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
習
慣
化
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
導
入
等
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
合
わ

せ
た
事
業
を
展
開
し
、
更
な
る
町
民
の
健
康
増
進
、
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
努
め
る
な
ど
、
国
・
県
補
助
金
や

過
疎
対
策
事
業
債
の
ソ
フ
ト
事
業
分
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
６
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
18
億
５
７

６
４
万
円
で
、
前
年
度
比
７
６
４
万
円
、
０
・
４
％
の
増
と

な
り
、
一
般
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は

68
億
７
２
６
４
万
円
、
前
年
度
比
15
億
３
２
６
４
万
円
、

28
・
７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（※

表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
他
で
記

載
し
て
い
る
数
値

と
一
致
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）
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令和 3 年度当初予算の内訳

一般会計　50億 1,500万円 特別会計　18億 5,764万円

歳　入歳　出

◆総務管理費 
　庁舎建設事業費
　移住促進空き家改修費補助金
　定住住宅建築奨励金
　Ｊアラート告知放送システム連携機器購入費
　移住者住宅改修支援事業費補助金 
　住宅リフォーム補助金 
　防災行政無線中継局等設備撤去事業費
◆児童福祉費 
　虹の森まつの保育園改修事業費　
　旧吉野生保育園解体事業費
◆保健衛生費 
　小型合併処理浄化槽設置費補助金 
　新エネルギー機器等設置費補助金 
◆農業費 
　中山間地域総合整備事業費負担金
◆林業費 
　森林基幹林道整備事業費 
◆商工費 
　滑床キャンプ場整備事業費 
　森の国ファーム多目的広場等整備事業費
　観光施設修繕事業費
　虹の森公園施設修繕事業費
　滑床養魚場管理電灯設置事業費 

◆道路橋梁費 
　道路新設改良事業費
　道路維持事業費
　県土木建設事業費負担金
◆河川費 
　がけ崩れ防災対策事業費
◆住宅費 
　町営住宅修繕事業費 
　町営住宅解体事業費
　空家再生等推進事業費補助金（空家等除却補助）
　民間木造住宅耐震改修事業費補助金
　民間木造住宅耐震シェルター設置事業費補助金
　風呂釜等購入事業費
　ブロック塀等安全対策事業費補助金
◆消防費 
　移動系通信機器購入費
　積載車購入事業費（富岡・奥野川）
◆学校教育費 
　木製机・椅子整備事業費（中学校） 
　学校施設修繕事業費
◆社会教育費 
　河後森城跡環境整備事業費
　俳句の小径環境整備事業費 
◆保健体育費 
　学校給食施設修繕事業費

1,353,535
9,000
6,000
4,783
4,400
2,000
1,210

128,700
11,988

　3,409
1,108

6,500

10,026 

　15,560
13,700
2,500
2,304
975

5,015,000

613,000

318,000

111,000

935

745,000

69,700

1,857,635

6,872,635

197,709
51,442
3,817

119,291

7,000
5,483
4,000
2,480
1,200
1,000
900

4,953
11,656

3,608
1,739

2,903
1,515

2,849

単位：千円単位：千円
一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕全体会計の一覧

令和３年度
予算額会　計　名

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

一 般 会 計

中 央 診 療 所
特 別 会 計

簡 易 水 道
特 別 会 計

住宅新築資金等
貸付事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療
保険事業特別会計

特 別 会 計 小 計

一般会計・特別会計
　 合 計 　

歳 入

5,015,000

単位：千円

地方交付税

1,930,000

（38.5%）

町債

1,637,454

（32.7%）

町税
285,916（5.7%）

国庫支出金
287,436（5.7%）

繰入金
227,039 (4.5%）

諸収入 155,856 (3.1%）

地方消費税交付金

80,500 (1.6%）
その他 48,604 (0.9%）

使用料及び手数料 43,357 (0.9%）

県支出金
268,492 (5.4%）

地方譲与税 50,346 (1.0%）

歳 出

5,015,000

単位：千円

総務費

2,120,887

（42.3％）

民生費

910,345

（18.2％）

土木費

423,870（8.5％）

公債費

519,402

（10.4％）

農林水産業費
261,025（5.2％）

教育費
282,443（5.6％）

教育費
282,443（5.6％）

衛生費 232,634 (4.6％)

商工費 177,756 (3.5％)

議会費 40,097 (0.8％) 消防費 39,536 (0.8％)

その他 7,005 (0.1％)
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令和 3 年第１回　松野町議会定例会

　令和3年第１回松野町議会定例会が、３月10日に招集され、10日及び25日に提出議案などが審議
されました。主な内容は、次のとおりです。
報告
　　　専決処分の報告について（工事請負契約の変更）
議案
　　　松野町職員の特殊勤務手当に関する条例の制定について
　　　松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
　　　松野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
　　　松野町国民健康保険条例の一部改正について
　　　松野町介護保険条例の一部改正について
　　　松野町ふれあい交流館（福祉部門）の指定管理者の指定について
　　　松野町墓地の指定管理者の指定について
　　　向井大型共同作業場の指定管理者の指定について
　　　松野町農産物加工施設の指定管理者の指定について
　　　松野町奥内農村公園の指定管理者の指定について
　　　松野町住民公園の指定管理者の指定について
　　　松野町コミュニティ集会所施設の指定管理者の指定について
　　　松野町奥野川多目的共同利用施設の指定管理者の指定について
　　　松野町社会教育施設（地域改善対策集会所）の指定管理者の指定について
　　　目黒多目的広場の指定管理者の指定について
　　　令和２年度松野町一般会計補正予算（第７号）
　　　令和２年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　　　令和２年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第３号）
　　　令和２年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　　　令和２年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　　　令和２年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　令和３年度松野町一般会計予算
　　　令和３年度松野町国民健康保険特別会計予算
　　　令和３年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算
　　　令和３年度松野町簡易水道特別会計予算
　　　令和３年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
　　　令和３年度松野町介護保険特別会計予算
　　　令和３年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算
　　　松野町監査委員の選任について
　　　松野町副町長の選任について
　　　▼原案どおり可決されました。
選挙
　　　愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について
　　　▼村尾　重利氏が就任されました。
その他
　　　議会運営委員会の閉会中の継続調査の件
　　　▼原案どおり可決されました。

主な補正予算
令和２年度松野町一般会計補正予算（第７号）
補正額：１億５千659万３千円を減額（補正後の予算総額：42億７千 29万３千円）
 ・新型コロナウィルス感染症拡大による各種事業の中止、変更及び縮小による減額
 ・宇和島自動車に対する生活交通路線維持費補助金 204万５千円
 ・医師の人件費の増及び新型コロナウィルス感染症等の影響による診療収入の減少に伴う補填に係る
中央診療所特別会計操出金６千 134万４千円
 ・新型コロナウィルス感染症等の影響によるふれあい交流館温浴部門の収入減に対する指定管理料
400万円



８

一般質問

一
般
質
問

関
本
　
豊
　
議
員

○　
終
わ
り
の
み
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
虹
の
森
公

園
施
設
の
今
後
の
方
針
、
在
り
方
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　
「
虹
の
森
公
園
」
は
、
本
町
の
観
光
交
流
施
策
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
買

い
物
や
散
歩
の
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
さ

か
な
館
や
ガ
ラ
ス
工
房
な
ど
、
他
の
道
の
駅
に
は
な
い
個

性
的
、
魅
力
的
な
施
設
を
有
し
、
集
客
力
に
お
い
て
も
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
20
年
余
り
が
経

過
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
経
営
の
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
来
園
者
数
や
収
支
状
況
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
点

も
見
受
け
ら
れ
、
さ
ら
に
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
を

お
か
け
し
て
い
る
こ
と
に
、
町
長
と
し
て
、
社
長
と
し
て

責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
逆
境
に
立
ち
向
か
い
、
収
益
力
の
あ
る
観
光
施
設

と
し
て
健
全
経
営
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
活
性
化
や
雇
用

の
創
出
な
ど
公
益
性
を
発
揮
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力

に
な
る
た
め
に
は
、虹
の
森
公
園
の
中
心
施
設
で
あ
る「
お

さ
か
な
館
」
の
集
客
力
を
、
ど
の
よ
う
に
伸
ば
し
て
い
く

か
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数

年
、
入
館
者
数
は
４
万
人
台
を
堅
持
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
数
字
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
、
収
支
の
改
善
に
大
き

く
貢
献
す
る
た
め
、
お
さ
か
な
館
の
話
題
性
の
向
上
、
魅

力
を
高
め
る
取
組
み
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
場
か
ら
は
、
移
動
水
族
館
に
よ
る
学
校
訪
問
な
ど
で
知

名
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
や
、
定
期
的
な
企
画
展
示
の
実

施
な
ど
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
新
し
い
展
示
設
備
の
導
入

も
、具
体
的
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
構
想
を
、

指
定
管
理
者
と
の
役
割
分
担
の
も
と
着
実
に
具
現
化
し
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
観
光
需
要
の
急
増
に
対
処
し
て
参
り
ま

す
。
　
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
一
番
影
響
を
受
け
て
い
る
部
門
で
あ
り
ま
す
が
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入
や
、
座
席
数
を
減
ら
し
て

衛
生
対
策
を
徹
底
す
る
な
ど
、
我
慢
の
営
業
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
懸
案
事
項
で
あ
る
郷
土
料
理
の
導
入
や
営
業
時

間
の
延
長
な
ど
に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
や
費
用
対
効
果

の
面
で
打
開
策
を
な
か
な
か
見
い
だ
せ
な
い
状
況
で
す

が
、
観
光
客
向
け
だ
け
で
な
く
町
内
の
方
々
に
も
利
用
さ

れ
る
飲
食
店
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や

地
元
食
材
の
活
用
、
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
向
上
な
ど

に
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
商
工
会
な
ど
と
も
調
整
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
か
ご
も
り
市
場
に
つ
い
て
は
、
町
内
へ
の
波

及
効
果
が
一
番
大
き
く
町
民
の
関
心
も
高
い
こ
と
か
ら
、

最
優
先
で
改
革
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
か
ご
も

り
市
場
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
各
部
門
の
中
で
も

比
較
的
健
闘
し
て
お
り
、
売
上
の
減
少
率
も
低
く
、
底
堅

い
需
要
を
持
っ
て
い
る
部
門
で
す
。
近
年
、
会
員
の
高
齢

化
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
な
ど
で
、
野
菜
や
加
工
品
な
ど

主
力
の
農
産
品
の
種
類
、
量
と
も
、
常
時
の
品
揃
え
が
乏

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
や
出
荷
の
意
欲
を
向

上
さ
せ
会
員
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
来
年
度
か
ら

か
ご
も
り
市
場
に
お
け
る
「
集
出
荷
・
外
交
販
売
事
業
」

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
事
業
を
中

心
的
に
推
進
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
１
名
雇
用
し
、
高
齢
者
等

か
ら
の
集
出
荷
の
支
援
や
、
町
外
を
含
め
た
外
販
機
会
の

増
強
を
検
討
し
て
お
り
、
町
で
も
支
援
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
出
荷
者
の
減
少
を
防
ぎ
、
収
益
の
増

加
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
農
業
振
興
の
ひ
と
つ
に
な
る
の

令和２年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
補正額：516万１千円を減額（補正後の予算総額：６億３千 445万円）

令和２年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第３号）
補正額：474万９千円を減額（補正後の総額予算：３億１千 808万７千円）

令和２年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第１号）
補正額：486万３千円を追加（補正後の予算総額：１億 186万３千円）

令和２年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
補正額：234万４千円を減額（補正後の予算総額：７億８千 993万５千円）

令和２年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
補正額：451万円を減額（補正後の予算総額：６千 729万円）
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一般質問
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
部
門
ご
と
の
対
策
と
合
わ
せ
て
、
企
業
と

し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
再
構
築
す
る
必
要
も
強
く
感
じ
て

お
り
、
組
織
体
制
の
見
直
し
に
も
着
手
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
議
会
か
ら
も
ご
指
摘
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
松
野
の
代
表
者
を

私
が
い
つ
ま
で
も
務
め
て
い
く
の
で
は
な
く
、
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
適
切
な
人
材
と
交
代
す
る
と
い
う
方
針
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
の
設
立
当
初
に
は
、
町
長
で
あ

る
私
が
就
任
し
、
し
っ
か
り
と
最
初
の
基
盤
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
に
も
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
後
継
の
方
に
社
長
を

交
代
し
て
、
経
営
体
制
の
見
直
し
に
も
取
り
組
む
所
存
で

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
柔
軟
に
、
よ
り
独
自
の
戦
略

を
展
開
で
き
る
組
織
と
し
て
、
虹
の
森
公
園
の
魅
力
を
向

上
し
、集
客
力
を
引
き
出
せ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
指
定
管
理
者
と
役
割
を
分
担
し
つ
つ
連

携
協
力
し
て
、
虹
の
森
公
園
の
当
初
の
目
的
が
十
分
に
達

成
で
き
る
よ
う
に
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
に

負
け
な
い
よ
う
に
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

○
町
内
の
独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　
本
町
の
高
齢
化
率
は
、
３
月
１
日
時
点
で
46
・
３
％
に

達
し
て
お
り
、
お
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
独
居
高
齢
者
に
、
長
年
暮
ら
さ
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
自

立
の
た
め
の
生
活
支
援
や
、
地
域
内
で
の
見
守
り
の
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

さ
ら
に
そ
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
協
議
会
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

独
居
高
齢
者
数
は
、
令
和
２
年
度
４
月
１
日
時
点
で
３
３

１
名
、
う
ち
男
性
１
２
７
名
、
女
性
２
０
４
名
で
あ
り
ま

す
。
お
元
気
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
不
安

や
不
便
さ
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
感
染
予
防
と
と
も

に
健
康
で
質
の
高
い
生
活
を
維
持
す
る
た
め
、
周
囲
が
連

携
し
た
し
っ
か
り
と
し
た
見
守
り
体
制
を
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
介
護
予
防
と
支
え
合
い
を
目
的
に
、
一
人
暮

ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
支
援
が
必
要
な
方
を

対
象
に
し
て
、
平
成
16
年
度
に
整
備
し
た
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
24
世
帯
に
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

毎
日
使
用
す
る
ト
イ
レ
や
冷
蔵
庫
の
ド
ア
に
設
置
し
た
セ

ン
サ
ー
が
、
24
時
間
開
閉
が
な
い
場
合
に
業
務
を
委
託
し

て
い
る
警
備
会
社
へ
緊
急
通
報
が
電
話
回
線
で
自
動
送
信

さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
体
調
が
悪
い
な
ど
自
覚
症
状

が
あ
る
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
近
所
の
協
力
者

や
委
託
業
者
に
連
絡
が
で
き
る
ほ
か
、
月
に
１
回
、
委
託

業
者
か
ら
安
否
の
確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
通
報
の

件
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
も
の
の
、
高
齢
者
ご
本
人
や
ご

家
族
の
安
心
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
現
在
お
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
緊
急
時

の
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
、
見
守
り
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
協
力
者
等
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
救

急
医
療
情
報
さ
さ
え
あ
い
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て
お
り
ま

す
。
現
時
点
で
、
５
３
２
世
帯
で
冷
蔵
庫
な
ど
目
立
つ
場

所
に
貼
付
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
情
報
の
確
認
や
更
新
の

た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
様
子
伺
い
を
兼
ね
て
訪
問
し
て
い
る
ほ
か
、
ご
近
所
の

皆
さ
ま
に
も
、見
守
り
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
万
が
一
救
急
搬
送
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

消
防
の
救
急
隊
員
な
ど
が
こ
の
カ
ー
ド
の
情
報
を
確
認

し
、
的
確
な
応
急
措
置
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
強
化
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
さ
り
げ
な
い
見
守
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、「
森
の
国
・
き
き
さ
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
構
築
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、「
危
機
よ
去
れ
、

兆
し
に
、
気
づ
い
て
、
さ
り
げ
な
く
見
守
っ
て
連
絡
す
る
」

と
い
う
活
動
の
主
旨
を
「
き
き
さ
れ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
、
ご
近
所
の
方
々
や
地
域
内
の
商
店
、
企
業
な

ど
の
事
業
者
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
を
ご
利
用
の
場
合
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
事
業
所
等
、
地
域
全
体
で
日
々

の
生
活
を
さ
り
げ
な
く
見
守
り
合
う
と
い
う
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
郵
便
物
や
新
聞
が
溜
っ
て
い
る
、
カ
ー
テ
ン

が
し
ば
ら
く
開
か
な
い
な
ど
日
常
生
活
の
変
化
に
気
付
い

た
時
に
は
、
必
要
な
機
関
等
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
の
取
組
み
は
、
小
さ
な
町
、
お
互
い
の
顔
が

見
え
地
域
の
絆
が
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
る
松
野
町
だ
か

ら
こ
そ
機
能
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
情
報
が
届
き
に
く
く
孤
立
し
や
す
い
独
居
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
の
特

長
を
活
か
し
、
連
携
、
補
完
し
な
が
ら
包
括
的
な
見
守
り

合
い
の
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、

各
部
落
を
は
じ
め
住
民
お
一
人
お
一
人
と
の
連
携
、
協
働

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た

だ
い
た
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
で
の
見
守
り
に

つ
い
て
も
、
対
象
と
な
る
高
齢
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も

配
慮
し
つ
つ
、
費
用
対
効
果
や
ソ
フ
ト
の
汎
用
性
を
検
証

し
、
簡
単
か
つ
手
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
方
法
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
が
穏

や
か
な
暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
安
心
、
安
全
、

き
め
細
か
で
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
。
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新庁舎建設だより

新庁舎・防災拠点施設建設工事進ちょく状況
令和３年３月から４月末にかけて、１階部分（鉄筋コンクリート造）の躯体工事を実施します。
令和３年５月からは、２階木造部分の躯対工事に着手する予定です。

完成予想図（外観・内観）

【１階躯対（鉄筋コンクリート造）工事状況：令和３年４月１日現在】

事業全体スケジュール（令和２年10月～令和４年７月）

外観イメージ 内観イメージ

松野郵便局屋上（敷地南側）より撮影 河後森跨線橋（敷地北側）より撮影

天満神社より撮影（敷地全景） 天満神社より撮影（工事箇所拡大）
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３
月
４
日
（
木
）、
松
野
中
学
校
１
年
生
22
名
を
対
象
に
、
吉

野
葛
川
地
区
の
町
有
林
に
お
い
て
、
植
樹
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
町
有
林
は
、
役
場
新
庁
舎
・
防
災
拠
点
施
設
の
建
設
に

利
用
す
る
た
め
、
昨
年
９
月
上
旬
か
ら
12
月
下
旬
頃
に
か
け
、

事
業
委
託
者
の
南
予
森
林
組
合
が
主
伐
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
主
伐
後
の
跡
地
に
は
、
造
林
を
行
い
次
世
代
へ
森
林
の

育
成
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
環
境
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
松
野
中
学
校
の
１
年
生
を
対
象
に
、

主
伐
箇
所
で
の
植
樹
を
通
し
て
森
林
環
境
の
こ
と
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。　

　
は
じ
め
に
、
南
予
森
林
組
合
か
ら
主
伐
・
再
造
林
事
業
の
作

業
の
流
れ
等
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
南
予
地
方
局
森
林

林
業
課
か
ら
は
、
今
回
植
樹
す
る
苗
で
花
粉
症
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、
少
花
粉
ス
ギ
苗
の
特
徴
や
種
類
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
南
予
森
林
組
合
や
松
野
町
林

業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
の
指
導
の
も
と
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
苗

の
植
え
付
け
か
ら
始
ま
り
、
シ
カ
等
食
害
防
止
の
た
め
ハ
イ
ト

シ
ェ
ル
タ
ー
と
い
う
チ
ュ
ー
ブ
で
苗
を
守
り
、
支
柱
２
本
と
結

束
バ
ン
ド
６
本
を
使
用
し
ハ
イ
ト
シ
ェ
ル
タ
ー
を
固
定
し
た
ら

完
成
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
雨
予
報
で
し
た
が
、
無
事
に
植
樹

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
植
樹
を
通
じ
て
、
森
林
に
関
心
を
持
ち
、
林
業
の
大

切
さ
や
長
期
的
な
展
望
の
中
で
、
将
来
の
森
林
を
育
て
る
こ
と

に
携
わ
れ
た
経
験
を
、
今
後
の
生
活
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

吉
野
葛
川
町
有
林
植
樹
体
験
イ
ベ
ン
ト

吉
野
葛
川
町
有
林
植
樹
体
験
イ
ベ
ン
ト
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の掲示板ま ち新任教職員・職員紹介
　
こ
の
度
、
町
議
会
同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月

１
日
付
で
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
八
十
島
温

夫
と
申
し
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
松
野
町
役
場
に
入
庁
以
来
、
32

年
に
亘
り
事
務
職
と
し
て
勤
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
す
べ
て
の
業
務
に
携
わ
っ
て
お
ら
ず
知
識
・

経
験
と
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

町
が
抱
え
る
懸
案
事
項
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

日
々
、
研
鑽
に
励
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
坂
本
町
長
が
目
指
す
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
施
策
の
具
現
化
に
向
け
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
就
任
の
ご
挨
拶八

十
島
温
夫
　
副
町
長

　４月より虹の森まつの保育園で勤務させていただく
ことになりました毛利賢治です。
　松野の子どもたちのために精一杯頑張ります。よろ
しくお願いします。

虹の森まつの保育園

毛利　賢治　園長
　４月以降も引き続き中央診療所で働かせていただく
ことになりました看護師の中尾純菜と申します。生ま
れ育った松野町で、町民の皆様に寄り添える看護を頑
張ります。どうぞよろしくお願いします。

中央診療所

中尾　純菜　さん

　この度、総務課に配属になりました原田帆乃香と申
します。自然豊かな松野町で働けることを大変嬉しく
思います。町民の皆様のお力になれるよう頑張ります
ので、どうぞよろしくお願いします。

総務課

原田　帆乃香　さん
　ご安全に！４月より地域おこし協力隊の農業班とし
て活動している真木 匠と申します。縁あって来ること
が出来た松野町の力になれるよう精進いたします。よ
ろしくお願いいたします。

真木　　匠　隊員

地域おこし協力隊

もうり　　　けんじ

はらだ　　　ほ の か

ま　き　　　　　たくみ

なかお　　　じゅんな

や
そ
し
ま　

は
る
お
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の掲示板ま ち 新任教職員・職員紹介
松野中学校 ❶新城　裕志 教頭

　４年ぶり２度目の勤務となりました。引っ越し作業を経験したこの
校舎で、生徒とともに更に成長していきたいと思います。前回勤務し
た９年間を思い出しながら、新たな一歩を踏み出します。よろしくお
願いいたします。

❷中村　志帆 教諭
　鬼北町立日吉中学校より転任してまいりました。３度目の松野中学
校勤務であり、17年ぶりに再び母校で働けることをとてもうれしく思っ
ております。自分にできることを一生懸命頑張りたいと思います。よ
ろしくお願いいたします。

❸永井　佳奈恵 養護教諭
　宇和島市立二名小学校から転任して参りました。初めての中学校勤
務にドキドキしています。中学生と一緒に日々成長していきたいと思
います。これから素晴らしい環境の中で子どもたちと過ごす毎日がと
ても楽しみです。

松野東小学校
❶西岡　　渚 教諭
　新規採用で参りました。未熟者ですが、子どもたちがのびのびと学
ぶことができるよう尽力いたします。よろしくお願い致します。

❷南澤　香里 養護助教諭
　八幡浜市立双岩小学校から参りました、養護助教諭の南澤香里と申
します。子どもたちが元気よく、笑顔でいられるように、心と体の両
面をサポートしていきます。よろしくお願い致します。

❶ ❷

❶❷

❸

松野西小学校

❻岩倉　　亮 事務職員
　松野町は小学２年迄を過ごした懐かしい町です。その町で子ど
もたちのために力を尽くしたいと思います。どうぞよろしくお願
いします。

❼松廣　　歩 講師
　松野町の３人の新規採用教員の研修を担当します。松野町の学
校で勤務するのは初めてです。フレッシュな３人からエネルギー
をもらいながら、１年間松野町の子どもたちのために頑張ります。
よろしくお願いいたします。

❶井関　修三 校長
　西予市教育委員会より転任して参りました。松野町は初めての
勤務になります。まずは、「松野町を知る」ことから始めています。
日々、子どもたちの一生懸命な姿を応援したいと思います。よろ
しくお願いします。

❷友　　勝彦 教頭
　鬼北町立日吉中学校から転任して参りました。松野町での勤務
は 17 年ぶりになります。久しぶりの地元での勤務、初めての小
学校勤務で緊張していますが、子どもたちのために一生懸命頑張
りたいと思います。

❸神岡　孝宏 教諭
　この度、松野町立松野西小学校で勤めることとなりました。新
規採用の神岡孝宏と申します。西予市野村町出身の 22 才です。
子どもたちのために精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

❹松山　可奈 教諭
　新規採用の松山可奈です。松野町も先生になるのも初めてです。
緊張していますが、子どもたちとたくさん遊んで、学んで共に成
長できるよう、精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

❺下田　仁美 講師
　宇和島市立城南中学校から転任して参りました。１年ぶりに、
また西小の子どもたちと一緒に過ごせることをとても楽しみにし
ています。よろしくお願いいたします。

❷
❺ ❼ ❹ ❸ ❻

❶

しんじょう　　　ひろし

いせき　　しゅうぞう

とも　　　　かつひこ

じんおか　　たかひろ

まつやま　　　か な

いわくら　　　　まこと

まつひろ　　　　あゆみ

にしおか　　　　なぎさ

みなみさわ　　　かおり

しもだ　　　ひとみ

なかむら　　　し ほ

ながい　　　か な え
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の掲示板ま ち

　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
で

は
、
松
野
町
の
歴
史
文
化
の
特
徴
を

４
つ
の
柱
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
の
は
、
町
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
も
使
用
し
て

い
る
「
森
」
で
す
。「
森
」
は
万
物

の
生
命
を
支
え
る
水
の
発
生
源
で
あ

り
、
こ
の
「
森
」
と
人
の
く
ら
し
が

接
す
る
中
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
文

化
が
、「
松
野
町
ら
し
さ
」
と
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
４
つ
の
柱
の
う
ち
最
初
に
設
定
し

た
の
は
、「
森
が
育
む
営
み
」（
＝
農

山
村
に
暮
ら
す
）
の
歴
史
文
化
で

す
。
町
内
で
も
源
流
域
を
形
成
す

る
山
地
部
（
山
里
）
を
対
象
と
し

て
お
り
、
町
域
の
広
い
面
積
を
占

め
る
「
森
」
と
最
も
密
接
に
、
ま

た
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
活
か
し

な
が
ら
営
ま
れ
て
き
た
農
山
村
地

帯
の
歴
史
文
化
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
典
型
例
と
し
て
ま
ず
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、
農
山
村
地
帯
に
特

徴
的
な
生
業
が
残
る
重
要
文
化
的
景

観「
奥
内
の
棚
田
及
び
農
山
村
景
観
」

で
す
。
奥
内
地
区
は
、
四
万
十
川
の

支
流
広
見
川
、
そ
の
広
見
川
の
支
流

奥
野
川
、
そ
の
ま
た
支
流
の
奥
内
川

流
域
に
所
在
す
る
３
つ
の
谷
の
４
つ

の
集
落
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
壮
大

な
石
垣
棚
田
で
の
天
水
を
利
用
し
た

米
づ
く
り
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
ま

す
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
の
農
山
村

で
の
く
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

歴
史
資
料
と
し
て
は
、
重
要
文
化
財

「
目
黒
山
形
関
係
資
料
」
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
本
資
料
は
村
々
で
起
き
た

山
の
境
目
争
い
が
宇
和
島
、
吉
田
両

藩
の
争
論
に
発
展
す
る
過
程
で
作
成

さ
れ
た
裁
判
資
料
で
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
木
彫
り
の
立
体
模
型
で
あ
る

目
黒
山
形
を
は
じ
め
、そ
の
敷
絵
図
、

裁さ
い
許き
ょ
絵
図
、
関
連
す
る
古
文
書
群
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
山
形

や
絵
図
の
中
に
は
当
時
の
道
や
川
、

山
林
や
家
の
様
子
が
細
か
く
描
写

さ
れ
て
お
り
、
往
時
の
く
ら
し
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
ほ
か
に
も
農
山

村
地
帯
に
特
有
の
古
文
書
や
絵
図
、

寺
や
お
堂
、
仏
像
、
石
造
物
等
が

町
指
定
文
化
財
を
中
心
と
し
て
豊

富
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
現
代
に

お
い
て
も
地
域
特
産
の
柚
子
畑
景

観
、
か
み
な
り
漬
け
等
の
郷
土
料

理
、
滑
床
渓
谷
の
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ

等
の
観
光
利
用
、
四
万
十
街
道
ひ
な

ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
ま
き
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
目
黒
ふ
る
さ
と
館
等

の
特
徴
的
な
施
設
が
認
め
ら
れ
、「
森

が
育
む
営
み
」
の
歴
史
文
化
が
い
ま

も
町
内
に
は
根
付
い
て
い
る
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

解
説
し
ま
す
！

『
松
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』②

▲重要文化的景観「奥内の棚田及び農山村景観」（遊鶴羽地区）
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の掲示板ま ち

松野町の皆さま、こんにちは！ そして、はじめまして！
愛媛FC背番号５番、前野貴徳です。今シーズンも松野町の応援選手を務めさせて
いただくことになりました。宜しくお願いします！
愛媛県出身選手として、愛媛FCキャプテンとして今シーズンは
皆様と一緒に闘います。ぜひスタジアムに来て応援を
宜しくお願いします！

今シーズンのJ２リーグは
2月28日（日）から12月5日（日）まで

42試合を毎週１試合ペースで行います。
そして、ニンジニアスタジアム（愛媛県松山市）で開催する

ホームゲームは２週間に１試合ペースで行います。

◎5月の愛媛FCホームゲーム情報 （ニンジニアスタジアムで開催）

5月5日（水・祝）

5月8日（土）

5月30日（日）

14：00 キックオフ

18：00 キックオフ

17：00 キックオフ

ジュビロ磐田戦

FC琉球戦

水戸ホーリーホック戦

２０２１シーズンの広報誌の連載は、僕と
大谷尚輝選手で月替わり連載を行います！
では６月号は、大谷選手！宜しくお願い致します。

愛
媛
Ｆ
Ｃ

  

キ
ャ
プ
テ
ン
！

♯
５  

前
野
貴
徳
選
手

ま
ち
か
ど
ス
ク
ー
プ

文
殊
公
園

No.8

　▲文殊堂と桜

　▲妙見神社 　▲文殊堂

　
文
殊
公
園
は
大
正
十
三
年
七
月
に
行
楽
客
誘
致
と
地
域
振
興
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
文
殊
公
園
に
隣
接
し
て
い
る
文
殊
堂
に
は
、
文
殊
菩
薩
が
奉
安
さ
れ
て
お
り
、
知
恵
と
学
業

の
仏
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
殊
堂
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
程
上
が
っ
た
山
中
に
は
、
妙

見
神
社
が
あ
り
ま
す
。妙
見
神
社
で
は
、勝
運
の
神
様
と
し
て
妙
見
大
明
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
殊
公
園
は
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献
：
西
南
四
国
歴
史
文
化
論
叢
「
よ
ど
」

第
19
号
　
西
南
四
国
歴
史
文
化
研
究
会
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の掲示板ま ち

愛媛・大分交流市町村　コラボ企画　豊予交流　～別府市～
　愛媛県側９つの自治体と大分県側９つの自治体は、新たな経済圏域の循環などを目的として、コラ
ボ企画「豊予交流」を連載しています。大分県側の自治体の歴史・文化など、魅力満載です。
　今月は、別府市をご紹介します。
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の掲示板ま ち

　
わ
た
し
は
、
た
い
い
く
の
じ
か
ん
に
、
と
び
ば
こ
の
れ
ん
し
ゅ
う
を

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
と
び
た
い
た
か
さ
が
あ
っ
て
、
な
ん
か
い
も
な

ん
か
い
も
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
け
ど
、
な
か
な
か
と
べ
ま
せ
ん
。

　
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
と
き
も
、
と
も
だ
ち
と
、
ど
ん
な
こ
と
に
気

を
つ
け
た
ら
と
べ
る
か
、
こ
え
を
か
け
あ
っ
た
り
、「
が
ん
ば
れ
。」
と

お
う
え
ん
し
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
ま
す
。
わ
た

し
が
と
ぶ
と
き
、Ａ
く
ん
が
、
大
き
な
こ
え
で
、

　「
が
ん
ば
れ
。」

と
、
お
う
え
ん
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
そ
の
こ
え
を
き
い
て
、

き
ゅ
う
に
か
ら
だ
に
力
が
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
と
べ
な

か
っ
た
だ
ん
の
と
び
ば
こ
を
、
と
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
と
も
だ
ち
の
お
う
え
ん
が
な
か
っ
た
ら
、
き
っ

と
と
べ
な
か
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
お
う
え
ん
し
て
く
れ

る
と
も
だ
ち
が
い
て
、
う
れ
し
い
な
、
と
お
も
い
ま
し
た
。

　
あ
そ
ぶ
と
き
も
、
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
、Ｂ
ち
ゃ
ん
に
、

　「
い
っ
し
ょ
に
お
だ
ん
ご
や
さ
ん
を
し
よ
う
。」

と
、
さ
そ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
お
だ
ん
ご
や
さ
ん
を
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
う
ま
く
で
き
る
か
な
、
と
す
こ
し
し
ん
ぱ

い
で
し
た
。
で
も
、Ｂ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
な
ん
か
い
も
お
だ
ん
ご
や

さ
ん
を
し
て
い
る
と
、ど
ん
ど
ん
た
の
し
く
な
っ
て
き
て
、も
っ
と
も
っ

と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
た
い
と
、
お
も
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
と
も
だ
ち
の
お
か
げ
で
、
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、あ
そ
び
が
も
っ
と
も
っ
と
た
の
し
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
べ
ん
き
ょ
う
し

た
り
、
あ
そ
ん
だ
り
で
き
る
と
も
だ
ち
が
た

く
さ
ん
い
て
、
う
れ
し
い
な
と
お
も
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
と
も
だ
ち
と
、
な
か
よ
く
あ

そ
ん
だ
り
、
き
ょ
う
り
ょ
く
し
て
べ
ん
き
ょ

う
し
た
り
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

人
権
の
広
場

 「
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
」

一
　
年

燕
来
る
卒
寿
の
わ
れ
の
生
き
返
る　

赤
松　

午
子

朝
市
の
声
弾
み
春
立
ち
に
け
り　
　
　

伊
藤　

富
子

三
茄
子
の
夢
に
い
い
事
あ
る
予
感　

稲
谷
キ
ミ
コ

春
の
雪
七
日
日
延
べ
の
歯
科
医
院　

岩
崎　

淳
美

ト
ー
ス
ト
の
ほ
ど
よ
く
焼
け
て
ミ
モ
ザ
の
日

上
田
美
智
子

水
仙
の
首
を
傾
げ
て
右
向
け
り　
　

金
谷　

重
子

苗
植
の
苗
の
ひ
ょ
ろ
り
と
し
て
正
午

川
嶋
ぱ
ん
だ

遠
く
に
て
藁
打
つ
音
や
朧
の
夜　
　

谷　

き
よ
し

古
雛
築
百
年
の
た
ゝ
き
土
間　
　
　

布　
　

康
江

春
風
や
孫
が
後
押
す
車
い
す　
　
　

ひ
の
た
い
ら

雛
豆
の
届
き
て
句
座
の
ひ
と
休
み　
　

三
好
カ
ン
ナ

葛
句
会
　
３
月
例
会
句
会

　
　
　
　
　
於
　
吉
野
生
地
区
公
民
館

ま
ち
の
投
句
箱

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句

　
　
　
　
　  
　
　
３
月
投
函
分

今
月
の
俳
句
ポ
ス
ト
入
選
該
当
句
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

選
者　

葛
句
会
会
長　

谷
き
よ
し

町の人口 令和３年３月31日現在
※外国人を含みます

世帯数　2,007 世帯（±０世帯） 

総人口　3,792 人 （－９人） 
　　　　　男1,778 人　女2,014 人
                    （２月中の異動） 
　　○出　生　3人　○死　亡　11人
　　○転　入　24人　○転　出　25人

つ
ば
め

写真は本文と関係ありません
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　初めて年金制度に加入する 20 歳到達者に国民年金制度を理解していただくために、日本年金機構か
ら案内を送付しています。さらに、皆さんに興味を持っていただくために、国民年金の大切さやメリッ
ト、手続き等を分かりやすく表現した動画を日本年金機構ホームページにアップロードしています。
５つの動画を作成していますので、どうぞご覧下さい！

　　【５つの動画の内容】
　　１　年金制度やメリットなどの紹介動画（４分15秒）
　　２　保険料の納付方法の紹介動画（６分55秒）
　　３　学生・納付特例制度の紹介動画（５分25秒）
　　４　免除・納付特例制度の紹介動画（５分17秒）
　　５　臨時特例免除制度の紹介動画（１分43秒）

　　　「国民年金の加入と保険料のご案内」 で検索、または、
　　　　（URL）　https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html

年 金 コ ー ーナ

その他、詳しいことは、
　日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/
　宇和島年金事務所　☎ 0895－22－5440（予約相談を受け付けています）
　松野町町民課　　　☎ 0895－42－1111

20歳到達者向けの制度周知動画をご覧下さい！

ツバメ（スズメ目ツバメ科）
　日本では最も普通にみることのできるツバメの仲
間です。背は光沢のある監黒色で、喉と額が赤く、
腹は白く、胸に黒い横帯があるのが特徴です。北半
球の温帯地方に広く分布し、日本には夏鳥として繁
殖のためにやってくる渡り鳥です。脚は短く歩行に
不向きなため、巣を作る時以外は地面に降りること
はめったになく、飛んでいる昆虫を空中で捕まえて
食べたり、水を飲む時も飛びながら水面の水を飲み
ます。

まつの
生き物大図鑑
地域おこし協力隊  白井日向

白井隊員からの一言

ネイチャーひなた
チャンネルはこちら！
ぜひ見てね！

（YouTube）

春先を向かえますとどこからともなく姿を現し、町

中の建造物や周辺の農耕地などにおわん型

の巣を作り、子育てから巣立ちまで見せてくれる

身近な鳥です。ツバメは古くから人々に親しまれ

ている鳥で、農村では害虫を食べる益鳥として、

人家などに 作ら れたツ

バメの巣も商売繁盛や

安全の 印と して見守ら

れてきました。
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１　
行
政
相
談

　
【
日　
　
時
】　
５
月
10
日
㈪
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
横
）

　
【
内　
　
容
】　
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

　
【
相
談
員
】　
山
﨑　
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　
心
配
ご
と
相
談

　
【
日　
　
時
】　
５
月
10
日
㈪
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
横
）

　
【
内　
　
容
】　
心
配
ご
と
相
談

　
【
相
談
員
】　
民
生
児
童
委
員

３　
人
権
相
談

　
【
日　
　
時
】　
５
月
10
日
㈪
10
時
〜
12
時

　
【
場　
　
所
】　
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
横
）

　
【
内　
　
容
】　
人
権
相
談

　
【
相
談
員
】　
人
権
擁
護
委
員

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
、
引
き
続
き
山
﨑
ル
リ
子

さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、

皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
の
間
に
立
ち
、

公
正
・
中
立
的
立
場
で
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に

は
、
５
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
役
場
町
民
課
賦
課
徴
収
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
民
課　
賦
課
徴
収
係　
☎
42
・
１
１
１
２

　
自
動
車
保
有
手
続
は
、
複
数
の
機
関
に
出
向
い
て
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
一
括
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
手
続
き
は
専

用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　

http://w
w
w
.oss.m

lit.go.jp/portal/index.htm
l

　
令
和
４
年
度
に
採
用
す
る
愛
媛
県
立
病
院
の
看
護
師
、

診
療
放
射
線
技
師
及
び
臨
床
工
学
技
士
の
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
募
集
情
報
は
愛
媛
県
Ｈ
Ｐ
で
。

　
【
対　
　
象
】　
看
護
師
資
格
免
許
保
有
者
及
び
取
得
見

込
み
者

　
【
試
験
日
時
】　
令
和
３
年
６
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
医
療
職
令
和
３
年
６
月

　
【
申
込
期
間
】　
令
和
３
年
４
月
23
日
㈮
〜
６
月
11
日
㈮

　
【
応
募
方
法
】　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
愛
媛
県
採
用
試
験

受
験
申
込
等
シ
ス
テ
ム
）

　
『
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
』
の
開
催
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
ク
ー
ポ
ン
カ
ー
ド
事
業
（
き
ず
な
カ
ー
ド
事
業
）
に

参
加
い
た
だ
け
る
施
設
・
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。
主
催
者

が
発
行
す
る
「
き
ず
な
カ
ー
ド
」
を
参
加
店
舗
に
持
参
す

る
と
、
そ
の
店
舗
独
自
の
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
「
き
ず
な
特

典
」
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
、
来
店
者
に
提
供
い
た
だ

く
「
き
ず
な
特
典
」
を
ご
用
意
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
そ

の
ほ
か
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
き
ず
な
博
カ
ー
ド

事
業　
参
加
募
集
」
と
検
索
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
き
ず
な
カ
ー
ド
運
営
事
務
局

　
☎
０
１
２
０
・
２
６
７
・
１
４
３

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

総
務
大
臣
が
行
政
相
談
委
員
を
委
嘱

総
務
大
臣
が
行
政
相
談
委
員
を
委
嘱

自
動
車
保
有
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
で
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

自
動
車
保
有
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
で
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

県
立
病
院　
看
護
師
等
医
療
職
の

募
集
に
つ
い
て

県
立
病
院　
看
護
師
等
医
療
職
の

募
集
に
つ
い
て

南
予
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
「
き
ず
な
カ
ー
ド

事
業
」
参
加
店
を
募
集
し
ま
す
！

南
予
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
「
き
ず
な
カ
ー
ド

事
業
」
参
加
店
を
募
集
し
ま
す
！

５
月
31
日
が
納
期
限
の
税
目
等

５
月
31
日
が
納
期
限
の
税
目
等

　
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合

に
は
、
権
利
を
取
得
し
た
農
地
を
管
轄
す
る
農
業

委
員
会
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
相
続
は
「
所
有
権
を
新
規
に
取
得
す
る
」
と
い

う
扱
い
で
は
な
く
、「
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
り
相

続
人
が
そ
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
一
般
の
売
買
、
賃
借
等
の
よ
う
に
権

利
の
移
転
や
設
定
の
た
め
の
法
律
行
為
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
農
地
法
上
の
制
限
を
受
け
る

こ
と
な
く
権
利
を
取
得
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
農
業
委
員
会
は
相
続

人
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
持
ち
主

が
誰
か
分
か
ら
な
い
事
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
を
防

ぐ
た
め
に
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
続
に
よ
り
権
利
を
取

得
し
た
時
か
ら
、
お
お
む
ね
10
カ
月
以
内
に
届
出

を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
地
の
相
続
等
の
届
出
に
つ
い
て
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
問
合
せ
先
】

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
42
・
１
１
１
４

農
地
を
相
続
し
た
際
は
、
農
業
委
員
会
へ

届
出
を
し
ま
し
ょ
う

農
地
を
相
続
し
た
際
は
、
農
業
委
員
会
へ

届
出
を
し
ま
し
ょ
う

農業委員会だより（５月号）

軽
自
動
車
税

　

全
期
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新型コロナワクチン接種に関するお知らせ
　町では、新型コロナワクチン接種の円滑な接種体制の構築に向け準備を進めております。
　新聞や報道等でも周知されておりますように、ワクチンの安定的な供給にはまだまだ時間を要します。
限られたワクチンの有効的な活用と、クラスター防止の観点から、高齢者施設等の入所者からワクチン接
種を進める事となりました。
　また、４月下旬から年齢順で段階的に接種券を送付することとしておりますので、接種券が届くまでお
待ちいただきますようお願いいたします。
　接種を希望される方は、接種券が届いたら、順次ワクチン接種の予約をいただきますようお願いいたし
ます。なお、接種券は高齢の方から年齢順で送付する予定です。
　ワクチン接種の予約は、「松野町コロナワクチン接種管理センター」にて行います。
　詳しくは図１をご覧ください。

　【ワクチン接種の予約に関するお問い合わせ】
　松野町ワクチン接種管理センター　☎0570－66－6980　受付時間 9：00～17：00（平日のみ）
　【ワクチンに関する全般的な相談】
　厚生労働省コールセンター　☎0120－761－770　受付時間 9 : 00～21 : 00（土日祝日含む）
※厚生労働省ホームページでは、新型コロナワクチン接種に関する情報を随時更新しております。そちら
も併せてご覧ください。

　【ワクチン接種後の副反応に関する相談】
　愛媛県コールセンター　☎0120－567－231　受付時間 8：30～20：00（土日祝日含む）
　【その他のお問い合わせ】
　松野町保健福祉課　☎0895－42－0708　受付時間 8：30～17：15（平日のみ）

令和３年４月下旬～
ワクチンの供給状況をみながら、新型コロナワクチン接種券を
高齢の方から、年齢順に送付します。

予約日に医療機関でワクチンを接種します。

松野町コロナワクチン接種管理センターで予約
☎０５７０-６６-６９８０

ワクチンは２回接種が必要なため、２回分の予約をします。

接種券が

図１

届いたら
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～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　８：３０～１１：３０　１３：３０～１６：３０　
診療時間　９：００～１２：００　１４：００～１７：１５
○土・日・祝祭日は休診です。
　　（開業医、休日当番医をご確認ください。）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

～出張診療所の外来診療日・時間～
目黒診療所 5月６日㈭・吉野診療所５月13日㈭・谷口診療所５月20日㈭
受付時間　13：00～ 16：00　診療時間　13：30～ 16：30　※都合により変更する場合があります。

○発熱外来診療について

○令和３年度医師の体制について

○中央診療所外来診療について

※都合により変更になる場合がありますので、診療所内の掲示等でご確認願います。
※新型コロナワクチン接種開始後は、原則ワクチン接種業務を優先させていただきますので
ご了承願います。

医療 ・ 保健福祉情報コーナー
暮らしに役立つ

中央診療所

目黒・吉野・谷口診療所

羽生田　雄介 医師

野間　　章裕 医師

富山　　　毅 医師

所　長

副所長

検　査 随　時　、予約制

月

羽生田医師

野間医師

１診

２診

２診 交　代
県立中央病院

杉山医師

　　　　西予市民病院
第１・3水曜日　　　大西医師
第2・4・5水曜日　菊池医師

交　代 交　代

交　代

火

羽生田医師

休　診

水

休　診

野間医師

木

羽生田医師

野間医師

金

午
　
前

午
　
後

　中央診療所では、新型コロナウイルス感染症等に備えた体制整備として、発熱や咳などの症状が
ある方の入口、診察室を分けて診療しております。患者さん同士の接触を極力避けるため、発熱、
咳などの症状がある方は、まずは必ず電話等でご連絡ください。　　
　　　・来院時は、可能な限り自家用車でお越しください。
　　　・来院時は、必ずマスクの着用をお願いします。
　　　・原則としてかかりつけの方（町内診療所に継続して受診されている方）が対象です。
　　　　※かかりつけ医療機関がない場合もご相談ください。
　　　・町内診療所では PCR検査は行っておりませんのでご了承願います。

松野町国民健康保険中央診療所　☎0895－42－0707
電話受付時間　平日 9：00～ 11：00　14：00～ 16：00
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基本目標４ 高齢者の安全と安心

① 地域における見守りネットワークづくり
② 地域住民主体の地域づくりの推進
③ 交流機会の確保と支援
④ 関係機関との連携強化

　詳細につきましては、町ホームページ及び保健福祉課（保健センター内）で、ご覧いただけます。

　今般の計画（第８期）では、令和３年度から令和５年度までの３か年を計画期間とし、本格的な超高齢
社会を迎えている中、すべての高齢者が地域で支え合うことで、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮
らしていくために、「協働による森の国まつの『地域包括ケアシステム』の構築」を目標とし、生きがいを持ち、
心身ともに健康で幸せに暮らしていくことのできる地域共生社会の実現を目指して、「住みたい、住み続け
たい、生きがいあふれる町づくり」へ繋げるものと考えます。

第８期　高齢者福祉計画・介護保険事業計画が
スタートします

協働による森の国まつの『地域包括ケアシステム』の構築
～住みたい、住み続けたい、生きがいあふれる町づくりを目指して～

基本目標１ 地域ネットワークの充実

① 健康増進活動への支援 
② 疾病予防と病気の早期発見
③ 一般介護予防事業

基本目標２ 自立支援・重度化防止

① 地域包括支援センターの機能強化
② 高齢者の権利擁護と措置
③ 安全で安心して暮らせる環境の整備

① 相談体制の充実
② 介護保険サービスの質の向上
③ 介護保健サービスの適正化の推進

基本目標６ 持続可能な介護保険制度の構築

① 認知症支援体制の整備

基本目標３ 認知症の共生と予防

① 在宅支援サービスの充実

基本目標５ 在宅生活の支援
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保健福祉課からのお知らせ！

　令和３年度の健康診査日程を、広報まつの３月号でお知らせしましたが、役場新庁舎建設の進捗状況から、
健診を受診される方の安全を考慮し、６月８日（火）松野町コミュニティセンターで予定していました健康
診査を、松野町保健センターで実施することとしました。
　コミュニティセンターで健診受診を予定している方には大変ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力
のほど、よろしくお願いいたします。
　なお、Web予約画面では、システムの都合上、コミュニティセンターのままとなっております。

　　　　　　　　　６／８（火）　松野町コミュニティセンター
　　　　

　　　　　　　　　　　松野町保健センター　に変更

６／８（火）　健診会場の変更について

　４０～７４歳の国民健康保険加入者、７５歳以上の後期高齢者医療保険加入者の方について、愛媛県内
の医療機関で健康診査を受診することができます。
　医療機関での個別健診を希望される方は、受診に必要な書類をお渡ししますので、保健福祉課までご連
絡ください。
　（地区健診、個別健診のどちらかを、１年度１回の受診となります）
　なお、胃がん、大腸がん、胸部検診、肺がん、乳がん、前立腺がん検診については、医療機関での個別
検診をしておりません。町が実施する各がん検診をご受診ください。
　
　自分の健康状態を把握するためにも、年に１度は健康診査・がん検診を
受診しましょう。
　　連絡先：松野町保健福祉課　健康増進係（４２－０７０８）

個別健診について

　町公式ホームページ内の 「ようこそ町長
の部屋へ」 では、 町長のコラムを毎週更新
しています。 
　ぜひ、 ご覧ください。 

ようこそ
 町長の部屋へ
  ～ 松野の将来を語る ～

松野町長  坂本   浩

　町政などに対するご意見・ご要望は、総務課までお寄せください。
 【提出・問い合わせ先】
　〒７９８－２１９２　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸３４３
　松野町役場　総務課　☎42－１１１１　m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

皆さんの声を聞かせてください
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令和２年10月～令和3年3月までの入札結果の概要       

入札日

R2.10.27

R2.10.27

R2.10.27

R2.10.27

R2.11.26

R2.11.26

R2.11.26

R2.11.26

R2.11.26

R2.11.26

R2.11.26

R2.11.26

R2.11.26

R2.12.23

R2.12.23

R2.12.23

R2.12.23

R2.12.23

R2.12.23

R2.12.23

R2.12.23

R3.1.27

R3.1.27

R3.1.27

R3.2.25

R3.2.25

R3.2.25

R3.2.25

R3.2.25

R3.2.25

R3.3.23

R3.3.23

1,210,000

2,310,000

1,628,000

2,420,000

2,442,000

8,580,000

18,370,000

18,370,000

11,330,000

7,700,000

2,035,000

1,210,000

6,270,000

6,160,000

1,749,000

17,160,000

7,700,000

1,292,500

11,660,000

1,870,000

5,335,000

1,373,900

1,298,000

1,683,000

1,122,000

4,455,000

5,500,000

6,160,000

11,880,000

31,350,000

4,180,000

7,150,000

ふるさと創生課

町　民　課

農林振興課

農林振興課

建設環境課

建設環境課

農林振興課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

総　務　課

中央診療所

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

防災安全課

建設環境課

農林振興課

ふるさと創生課

吉野生支所

教　育　課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

総務課庁舎建設室

農林振興課

森の国ぽっぽ温泉循環配管等
化学洗浄業務委託
虹の森まつの保育園電気保安
設備修繕工事

森林整備機器（ウインチ）
購入事業

森林整備機器（林業用運搬車）
購入事業

町道五郎丸本村線物件補償調査
業務委託

町道葛川富岡線測量設計業務委託

松野町総合営農指導拠点施設
作業場新設工事

町道延行線改良工事

町道梁瀬線舗装修繕工事

町道鳥居奥内線舗装修繕工事

町道成川線舗装修繕工事

町道中川原線舗装修繕工事

町道葛川富岡線舗装工事

マイクロバス購入事業

携帯型超音波画像診断装置購入事業

薬師橋外４橋 橋梁補修調査設計
業務委託

町道葛川富岡線測量設計業務委託

西之川橋橋梁補修工事

奥野川１-20-Ａがけ崩れ防災
対策工事

半鐘台解体撤去工事

教員住宅延野々団地４棟解体工事

食肉加工用機器（金属検出機）
購入事業
森の国ぽっぽ温泉ろ過装置
ろ材交換工事
吉野生交流促進センター防水
改修工事
松野町文化的景観調査報告書
印刷業務委託
町道滝の平線法面対策測量設計
業務委託

寺川維持管理工事

谷口橋橋梁補修工事

西之川橋橋梁補修工事

中組橋橋梁補修工事

ため池ハザードマップ作成業務委託

松野町コミュニティセンター
設備改修工事設計業務委託

松丸

松丸

豊岡

豊岡

延野々

吉野

吉野

蕨生

吉野

蕨生

奥野川

吉野

吉野

松丸

延野々

吉野

目黒

奥野川

町内全域

延野々

富岡

松丸

吉野

目黒

延野々

富岡

蕨生

目黒

奥野川

松丸

町内全域

㈱ヨコハタ

若宮電工㈱

フクダ農機

㈱山崎農機

㈲赤岡測量設計事務所

山本工務店

中山産業㈱

南予開発㈲

宇和島道路舗装㈱

金谷建設㈴

金谷建設㈴

金谷建設㈴

㈲松野オートサービス

㈱サンメディカル

松野測量設計

下田建設㈲

藤岡建設

金谷建設㈴

金谷建設㈴

四国イシダ㈱

㈱ヨコハタ

㈲太田工務店

岡田印刷㈱

㈱松野建設

南予開発㈲

下田建設㈲

㈱松野建設

㈱松浦設計

㈱パスコ

㈱エイト日本技術
開発宇和島営業所

㈱荒谷建設コンサル
タント宇和島事務所

㈱荒谷建設コンサル
タント宇和島事務所

工事（業務）名 工事（業務）概要 種　別 落札業者 落札金額 所管課

単位：円
施行場所

（納入場所）

温泉循環配管等化学洗浄業務１式

物件補償調査 Ｌ＝200ｍ

道路詳細設計 Ｌ＝500ｍ

作業場新設１式（作業場、検査室）

Ｌ＝31.36ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、土工１式、法面工Ａ＝70㎡、
擁壁工Ｖ＝130㎥、排水工Ｌ＝65ｍ、防護柵工１式

Ｌ＝460.00ｍ、Ｗ＝4.9ｍ、舗装工Ａ＝2,250 ㎡

Ｌ＝460.00ｍ、Ｗ＝3.4ｍ、舗装工Ａ＝1,560 ㎡

Ｌ＝132.67ｍ、Ｗ＝2.10 ～ 3.50ｍ、舗装工Ａ＝385㎡

Ｌ＝57.50ｍ、Ｗ＝4.30 ～ 4.60ｍ、舗装工Ａ＝289㎡

Ｌ＝219.00ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、Ａ＝982㎡

普通乗合自動車（キャブオーバー）新車１台、24名以上
29名以下のマイクロバス、4,500CC以下
携帯型超音波画像診断装置１式（タブレット表示器１台、
コンベックスプローグ１台、リニアプローブ１台）

橋梁補修調査設計　Ｎ＝５橋

道路詳細設計　Ｌ＝370ｍ

Ｌ＝14.935ｍ、Ｗ＝3.50ｍ、橋梁補修工１式

解体棟数 Ｎ＝８棟、解体工事１式

解体棟数 Ｎ＝４棟、解体工事１式

滑床の湯（内湯、露天風呂）ろ材等１式、
明治の湯（内湯、露天風呂）ろ材等１式

雨漏り改修工事１式

松野町目黒の文化的景観調査報告書の印刷製本業務

測量設計１式、用地測量１式

施工延長Ｌ＝31ｍ、土工１式、水路工Ｌ＝31ｍ

Ｌ＝6.83ｍ、Ｗ＝4.56ｍ、橋梁補修工１式

Ｌ＝14.935ｍ、Ｗ＝3.5ｍ、橋梁補修工１式

Ｌ＝17.5ｍ、Ｗ＝4.0ｍ、橋梁補修工１式

ため池 10箇所（ため池ハザードマップ作成１式）

実施設計業務一式

コンベヤ式金属検出機（新品）１台

施工延長Ｌ＝14ｍ、法覆コンクリートＬ＝14ｍ、石積工Ａ＝32㎡、
排水工Ｌ＝14ｍ、ストンガードＬ＝13ｍ、仮設防護柵Ｌ＝14ｍ

高圧気中開閉器１台、高圧ケーブル 22ｍ、高圧進相コン
デンサー１台、リアクトル１台他取り替えに係る工事

林業用運搬車（新品）１台、油圧ダンプ、ラジコンウイ
ンチ付き、最大作業能力 1,200 ㎏以上、ウインチ直引き
能力 800㎏以上

油圧ショベルグラップル機取付け用ウインチ（新品）１台、
標準引張能力 16.0KN以上、最大引張能力 22.6KN以上、
巻上げ速度 0～ 40m/min

蕨生
外

委託

電気

物品購入

物品購入

委託

委託

建築

土木

舗装

舗装

舗装

舗装

舗装

物品購入

物品購入

委託

委託

土木

土木

解体

解体

物品購入

管

建築

委託

委託

土木

土木

土木

土木

委託

委託

令和３年度公共工事及び建設コンサルタント業務等の発注見通しについて         



25

Informationお し ら せ

　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12 年法律第127号）第７条及び同法施行令（平成13
年政令第 34号）第５条の規定等に基づき、松野町において発注することが見込まれる公共工事及び建設コンサルタン
ト業務等について、名称、概要、入札を行う時期などの発注見通しに関する事項を公表します。
　なお、この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。
＊　ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事や業務が公表内容と異なる場合、またはここに公表
されていない工事や業務が発注される場合があります。

令和３年４月１日現在

令和３年度公共工事及び建設コンサルタント業務等の発注見通しについて         

所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間

約10か月

約２か月

約４か月

約７か月

約５か月

約５か月

約７か月

約３か月

約７か月

約７か月

約６か月

約４か月

約５か月

約５か月

約５か月

約５か月

約５か月

約６か月

約６か月

約５か月

約５か月

約５か月

約５か月

約４か月

約２か月

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

町　民　課

町　民　課

ふるさと創生課

建設環境課

ふるさと創生課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

工事の概要
入札を行う時期

第１四半期
（４月～６月）

第２四半期
（７月～９月）

第３四半期
（10月～ 12月）

第４四半期
（１月～３月）

入札及び
契約の方法

工事
種別

虹の森まつの保育園
大規模改修工事

森の国ファーム多目的
広場等整備工事

滑床キャンプ場洗い場等
設置工事

町道滝の平線法面対策工事

町道五郎丸本村線改良工事

町道滝の平線法面対策工事

浅辺橋橋梁補修工事

町道五郎丸本村線改良工事

橋梁修繕工事

町道延行線改良工事

舗装修繕工事（４件）

目黒 9-24 がけ崩れ
防災対策工事
目黒 9-20 がけ崩れ
防災対策工事

目黒9-19-A-②集落･避難路
保全斜面地震対策工事
目黒 9-6 がけ崩れ
防災対策工事
目黒 90-3 集落･避難路
保全斜面地震対策工事
富岡 70-1 集落･避難路
保全斜面地震対策工事
石ヶ内集落・避難路保全
斜面地震対策工事

道路等維持管理工事

町道三原線改良工事

目黒 9-4 がけ崩れ
防災対策工事
境谷集落・避難路保全
斜面地震対策工事
公営・教員住宅延野々
団地解体工事

目黒9-19-A-①集落･避難路
保全斜面地震対策工事

旧吉野生保育園解体工事 園舎１棟の解体工事１式

園舎内廊下の改修、照明の LED化、
エアコンの取替等

多目的棟２棟の新設

L=22m
土工１式　外

炊飯棟設備、排水処理施設等の新設

L=80m、W=4.0（7.0）m
土工１式　外
L=100m
土工１式　外

橋梁修繕　L=27m

橋梁修繕　N=６橋

L=50m、W=3.0（4.0）m
土工１式　外

L=100m、W=4.0（7.5）m
土工１式　外

舗装修繕　L=970m

法覆コンクリート　L=16m

法覆コンクリート　L=16m

法覆コンクリート　L=22m

法覆コンクリート　L=18m

法覆コンクリート　L=15m

法覆コンクリート　L=31m

法覆コンクリート　L=23m

待受擁壁　L=16m

維持管理１式　５箇所

法覆コンクリート　L=23m

法覆コンクリート　L=29m

住宅３棟の解体工事１式

L=120m、W=4.0（7.0）m
土工１式　外

１．公共工事

建築

解体

建築

土木

建築

土木

土木

土木

土木

土木

土木

舗装

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

土木

解体

土木

松丸

吉野

延野々

延野々

滑床山国有林

延野々

延野々

目黒

延野々

町内

蕨生

町内

目黒

目黒

目黒

目黒

目黒

目黒

富岡

豊岡

町内

目黒

目黒

延野々

豊岡

所管課 業務の名称 履行期間 業務区分

約５か月

約10か月

約４か月

約６か月

ふるさと創生課

建設環境課

建設環境課

建設環境課

測量業務、実施設計業務１式

計画策定業務１式
更新管路延長　L=30km

測量設計業務１式　L=200m

点検業務一式　N=65橋

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

○

○

○

○

業務の概要
入札を行う時期入札及び

契約の方法

滑床キャンプ場洗い場等設置
工事設計監理業務委託
簡易水道耐震改修工事
基本計画策定業務委託

橋梁点検業務委託

町道三原線測量設計業務委託

建築関係建設
コンサルタント業務 
土木関係建設
コンサルタント業務
土木関係建設
コンサルタント業務
土木関係建設
コンサルタント業務

２．建設コンサルタント業務等

第１四半期
（４月～６月）

第２四半期
（７月～９月）

第３四半期
（10月～ 12月）

第４四半期
（１月～３月）



古 紙
月

火

水

木

金

 

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 

 ※上 家 地…第２火曜日
 ※吉野葛川地区…第１木曜日

月

火

水

木

金

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 ※上 家 地…第１・第３金曜日
 ※吉野葛川地区…第２・第４月曜日

不 燃 物 資 源

月

火

水

木

金

 

 町内全域

 

 

 ※上 家 地…第２・第４水曜日
 ※吉野葛川地区…第１・第３水曜日

ＰＥＴボトル びん・かん

ごみ収集日程表

可 燃 物
月

火

水

木

金

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

 松丸・吉野・蕨生・奥野川

 ※吉野葛川地区…毎週火曜日

※休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、
　事前に症状を説明し受診しましょう。
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予　　定 休 日 当 番 医日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

曜
日

土

日

月　憲法記念日

火　みどりの日

水　こどもの日

木

金

土

日

月

火　

水　

木

金

土

日

月

火　

水　

木

金

土

日

月

火　

水　

木

金

土

日

月

JCHO宇和島病院 外科
JCHO宇和島病院 内科

☎22ｰ5616
☎22ｰ5616

市立宇和島病院 小児科
市立津島病院

☎25ｰ1111
☎32ｰ2011

市立宇和島病院 外科
市立宇和島病院 内科

☎25ｰ1111
☎25ｰ1111

市立宇和島病院 小児科
旭川荘南愛媛病院

☎25ｰ1111
☎45ｰ1101

河野整形外科クリニック
楠 崎 内 科

☎22ｰ1822
☎24ｰ2211

こおり小児科
市立吉田病院

☎24ｰ5633
☎52ｰ0611

友松外科･胃腸科
山本内科医院

☎22ｰ0410
☎22ｰ5100

上田小児科
松野町国保中央診療所

☎25ｰ0100
☎42ｰ0707

加藤整形外科
中山内科胃腸科

☎22ｰ7111
☎22ｰ0707

市立宇和島病院 小児科
口羽外科胃腸科医院

☎25ｰ1111
☎32ｰ5000

小川クリニック
石川循環器科内科

☎23ｰ3599
☎20ｰ0320

市立宇和島病院 小児科
永井内科医院

☎25ｰ1111
☎32ｰ6688

鎌 野 病 院
和霊町松浦内科

☎24ｰ6611
☎23ｰ1510

こおり小児科
鬼北町国保日吉診療所

☎24ｰ5633
☎44ｰ2250

しませ医院
宇都宮内科胃腸科

☎27ｰ1888
☎25ｰ7228

上田小児科
富 山 医 院

☎25ｰ0100
☎45ｰ0360

混ぜればゴミ！
分ければ資源！

ゴミの減量化に
ご協力ください！

5月の森の国行事予定表


